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「
百
二
十
年
の
伝
統
と
1
6

4
万
企
業
。
そ
の
総
力
を
結
集

し
て
問
題
解
決
に
あ
た
ろ
う

－
」
　
日
本
商
工
会
議
所
の
会
頭

に
就
任
し
た
山
口
信
夫
氏
は
、

こ
う
呼
び
か
け
た
。

十
三
年
十
一
月
二
十
日
、
日

商
の
役
員
・
議
員
大
会
。
　
「
健

康
な
日
本
の
創
造
」
　
を
旗
印
に

か
か
げ
、
な
に
よ
り
も
　
「
景
気

回
復
と
経
済
の
再
生
」
　
を
進
め

る
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

大
胆
な
景
気
対
策
を
決
譲

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の

ザ
・
メ
イ
ン
宴
会
階
　
「
鶴
の
間
」

は
、
日
本
全
国
か
ら
か
け
つ
け

た
各
地
の
商
工
会
議
所
の
会
頭

や
役
員
な
ど
千
人
近
く
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た
。

福
井
県
か
ら
は
福
井
の
江
守

幹
男
会
頭
や
、
武
生
、
敦
賀
、

小
浜
の
各
会
頭
、
専
務
ク
ラ
ス

が
顔
を
連
ね
た
が
、
鯖
江
か
ら
卜
し
く

は
ヒ
ラ
議
員
だ
け
。
何
と
も
旺

じ恨
た
る
思
い
だ
っ
た
。

大
会
の
決
議
は
、
　
「
財
政
再

建
を
優
先
さ
せ
れ
ば
、
日
本
経

済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
失
い
、

中
小
企
業
の
存
続
を
危
う
く
し

か
ね
な
い
」
　
と
し
、
大
胆
な
景

気
対
策
を
も
っ
た
2
次
補
正
予

宵
昇
を
要
求
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
活
力
強
化
に
役

立
つ
分
野
へ
の
重
点
的
な
投
資

と
、
政
策
減
税
を
求
め
た
。

各
論
と
し
て
、
1
、
中
小
企

業
対
策
の
拡
充
・
金
融
機
関
の

見
直
し
で
中
小
企
業
へ
の
公
的

融
資
の
機
能
低
下
を
さ
け
る
・

創
業
を
積
極
的
に
支
援
。
2
、

税
制
で
は
　
（
1
）
　
法
人
事
業
税

の
外
形
課
税
導
入
は
絶
対
反
対

（
2
）
　
事
業
を
承
継
し
や
す
い

よ
う
に
相
続
税
を
軽
減

（
3
）
　
同
族
会
社
の
園
田
保
金
課

税
を
全
面
的
に
廃
止
。
3
、
街

づ
く
り
で
は
、
T
M
O
の
支
援
、

高
齢
者
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
」

の
活
用
。
4
、
地
球
温
暖
化
問

題
へ
の
対
応
、
な
ど
を
求
め
た
。

地
域
り
Ⅰ
ダ
ー
の
議
員
憲
章

会
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
よ
う
方
向
づ
け
て
い
る
。

異
体
戦
略
が
な
い
悩
み

パ
ー
テ
ィ
で
各
地
の
実
状
を

聞
い
て
み
た
。
会
員
が
減
る
。

中
心
地
が
廃
れ
る
。
ど
こ
も
悩

ん
で
い
る
。
だ
が
　
「
地
場
産
業

の
活
性
化
」
、
　
「
商
店
街
に
に

危
機
突
破
に
企
業
の

総
力
結
集
を
求
め
た

日
商
大
会

「
議
員
と
し
て
の
誇
り
と
自

覚
を
持
つ
」
、
　
「
企
業
人
と
し

て
研
鎮
を
重
ね
、
企
業
活
動
を

通
じ
て
地
域
経
済
の
発
展
に
員

献
す
る
I
」
。

大
会
は
、
経
営
哲
学
を
織
り

込
ん
だ
議
員
憲
章
を
採
択
し
た
。

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
創

造
を
目
指
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
街
づ
く
り
、
人
づ
く

り
に
果
敢
に
挑
戦
」
、
地
域
社

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
」
　
と
、
金

太
郎
飴
の
掛
け
声
。
で
は
ど
う

す
る
の
か
具
体
策
は
な
い
。

「
委
員
会
を
も
う
け
－
答
申
を

ま
っ
て
－
ア
ン
ケ
ー
ト
を
－
」

と
、
お
決
ま
り
パ
タ
ー
ン
。

今
ま
で
の
経
過
を
聞
き
、
思

い
つ
き
を
駄
弁
る
が
、
抜
本
対

策
は
見
え
な
い
。
何
回
か
会
合
、

あ
と
は
事
務
方
が
用
意
し
た
月

並
み
リ
ポ
ー
ト
で
チ
ョ
ン
。

委
員
会
、
諮
問
機
関
の
多
い

ほ
ど
、
改
革
の
速
度
は
遅
く
、

実
績
は
あ
が
ら
な
い
。

起
き
て
い
る
現
象
は
複
雑
で

未
経
験
の
分
野
が
多
い
。
論
議

が
深
ま
る
ほ
ど
、
末
説
が
噴
出

し
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
各
分
野
で

優
れ
た
専
門
の
英
知
を
結
集
す

る
こ
と
。
そ
し
て
大
局
を
見
失

わ
な
い
事
。
必
要
な
の
は
戦
略

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
だ
。
　
「
次
善

の
策
の
欠
陥
を
嫌
い
、
最
悪
の

索
を
つ
か
む
の
愚
を
す
る
な
」

と
、
マ
キ
ャ
ベ
リ
ー
は
言
う
。

求
め
ら
れ
争
薄
尊
者
め
諭
見

毎
日
の
よ
う
に
何
千
億
円
と

言
う
巨
大
赤
字
、
倒
産
の
ニ
ュ

ー
ス
が
な
が
れ
る
。

大
企
業
に
は
債
務
免
除
と
言

う
　
「
借
金
棒
引
き
」
　
が
ま
か
り

通
り
、
庶
民
に
は
、
あ
く
せ
く

稼
い
だ
命
綱
の
預
金
す
ら
1
千

万
円
以
上
は
菖
貝
任
も
た
な
い
と

い
う
金
融
信
義
の
瓦
解
。
資
本

主
義
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
デ
フ

レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
予
兆
。

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切

る
に
は
、
指
導
者
の
高
い
識
見

と
強
い
理
念
が
求
め
ら
れ
る
。

今
度
の
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多

発
テ
ロ
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、

「
こ
れ
は
戦
争
だ
。
恐
れ
ず
立

ち
向
か
お
う
」
　
と
、
長
期
を
覚

悟
し
た
具
体
的
な
戦
い
の
道
筋

を
指
し
示
し
て
い
る
。

危
機
突
破
に
は
強
い
意
志
と

は
っ
き
り
し
た
路
線
の
打
ち
出

し
が
必
要
で
、
国
家
も
企
業
も

同
じ
だ
。
「
元
気
と
活
力
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
。
多
少
の
時
間
は
か
か

っ
て
も
必
ず
再
生
さ
せ
る
」
　
と

山
口
日
商
会
頭
は
力
説
し
た
。

情
勢
が
不
透
明
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
明
確
な
方
向
指
示
が
不

可
欠
。
困
難
の
行
く
手
に
見
え

る
か
す
か
な
希
望
で
も
良
い
、

真
実
を
訴
え
、
協
力
を
求
め
る

こ
と
だ
。
一
番
避
け
ね
ば
な
ら

ぬ
の
は
、
ト
ッ
プ
の
迭
巡
と
軟

弱
な
経
営
姿
勢
だ
。

鯖
江
会
議
所
は
多
士
済
々
、

そ
の
活
動
に
期
待
は
熱
い
。


